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数値モデルを用いた有明海湾奥の残差流に
関する考察

濱田孝治（環境モデル研究部門）ほか

研究内容：

MEC Ocean Modelをベースに開発された有明
海流動モデルを用いて，現地観測時の残差流
分布を計算

観測された密度場から診断モデルによって計算
された流動場と，潮汐・潮流モデルによって計
算された潮汐残差流場を合成

モデルと観測の比較
7/15, 成層期・小潮
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観測で得られた残差流


